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e-シラバスと自己成長シートの活用による 

                      能動的な学びへの転換 

金沢工業大学 修学基礎教育課程  

教授・学生部長  青木 隆 

TITLE  |  金沢工業大学の学修成果の可視化 

2017.12.7 千葉大学アカデミック・リンク・セミナー 
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金沢工業大学 成果の可視化の歩み 

Ｈ ７年 学習支援計画書（シラバス）の導入 

  ・カリキュラムポリシーと科目の配置 

  ・身に付ける能力の明示 

Ｈ１６年 ポートフォリオの導入 

  ・身に付けた能力の自己評価 

 

Ｈ２５年 e-シラバスの導入 

  ・アクティブラーニングの実質化 

Ｈ２９年以降 自己成長シートの導入 

  ・学ぶ意欲の継続化 
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目標達成の科目配置 －同一科目は内容・評価を同じに－ 
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学習支援計画書（シラバス） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

1 科目の基本的な情報である単位数や開講期が記載 

科目担当者の情報を記載 

授業で使用される教科書や参考書を記載 

履修前に必要とされる知識や技能などを記載 

学生の行動目標が明記され、「何ができるようになる
か」を記載することに加え、教育プログラムでの教育
目標との関係を記載 

評価の方法と割合を記載 

総合力指標で示す数値は、授業運営上、考慮する総
合力についてのおおよその目安を記載 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 具体的な達成の目安を記載 （ ルーブリック化 ） 
（理想的な達成レベルと標準的な達成レベル） 

学習教育目標とキーワード及び授業の概要を記載 
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ポートフォリオと能力自己評価 H16～ 

• 1週間の行動履歴 

   1週間毎に自己の目標・行動・反省を記載 

   教員のアドバイス 

• 自己評価レポート 

   科目の達成目標に対する自己評価 

• 達成度自己評価 

   半期毎に自己の身についた能力について 

   自己評価 

• その他： 
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達成度ポートフォリオ 
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ポートフォリオによるＰＤＣＡ 
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■現在の大学生活での目的・目標意識  学年別・

年度別比較 
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■卒業後に振り返ってのKITの評価 年度別比較（卒業・修了） 

 

  KITで学ぶことで技術者としての能力がついたと思いますか 

  「満足」 と 「まあまあ満足」 と答えた割合 

「2016（在学生・卒業生・教職員）KIT総合アンケート調査結果」（抜粋） 
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より意欲的な学びのためのチャレンジ 

１．学習目的を「単位修得」から、「身につける能力」へ 

 

２．「システム」と「教職員のアドバイス」での目的  

  意識・キャリアデザインの構築 

 

３．アクティブラーニングの充実 
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学生に求められる学修者としての基本 

 学び続ける意識と習慣（≒癖） 
                  ⇨  学びの陳腐化 

 
 自らが学び続ける癖が不可欠 
                  ⇨  教えてもらえることは減ってゆく 
 
 知識を経験と関連付ける効果的な学修 
                  ⇨  修得すべき知識量の拡大 
 

 深い学びか? 検証と改善の繰り返し 
                   ⇨  教育・学修には時間がかかる 

10 
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地域連携・課外活動 ロールモデル  

予復習・教材 ﾎﾟー ﾄﾌｫﾘｵ・ﾚﾎﾟー ﾄ 

教員 学生 

e-シラバス 

シラバスの改善（学修をつなぎ・成果を蓄積し、次の行動へ） 

※無断転載・複製不可 
11 

何を学ぶのか 
何ができるようになるのか 

＋ 
リアルタイム・双方向のやりとり 
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ｅ－シラバスの運用 

予習課題

ビデオ学習教材

ポートフォリオ

Eラーニング
システム

ビデオ学習
システム

ポートフォリオ
システム

【学修管理機能】
・各種教材の登録、管理機能
・利用期限、提出期限等の設定や情報表示

ｅシラバスシステム

レポート
レポート提出
システム

学習教材
教材配信
システム

【学修状況管理機能】
・各種連携システムの
実施状況の実績管理

実施状況
管理

課外活動との
関連をリンク

アクティブラーニングの起点となるe-シラバスには、各種教材を統合管理する 

学修ポータルとしての機能と共に、学修状況の把握ができる実績管理の機能を 

提供する。課外活動ともリンクする。 
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平成28年度（2月末現在） 

 ■前学期は開講科目1182中、559科目でe-シラバスが利用された 

 ■後学期は開講科目1309中、588科目でe-シラバスが利用された 

 ■e-シラバスで主に利用されている機能は、教材配信、レポート提出、授業の補足情報、 

     外部リンクなど 

 

  学生のアクセス数（月別） 

 

 

 

 

 ■前学期は1日平均 約4,000人、後 

     学期は1日平均約3,000人以上が 

      eシラバスにアクセスしている 

      （夏期・冬季休暇期間を除く） 

 ■運用1年目ではあるが、学生は 

      ほぼ全員が利用しており、比較 

      的高い利用率であると考えられる 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

81,928 130,715 119,276 112,768 23,621 43,798 90,955 93,735 69,133 80,246 14,687 

H28年度のe-シラバスの活用状況 
約半数の科
目で利用さ
れた 

地域連携・課外
活動 

ロールモデル 予復習・
教材 

ポートフォリオ･レ
ポート 

e-シラバス 
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アクティブラーニングにおける実状と問題点 

14 

理解不十分学生の発生 

モチベーションの低下 

更なる理解不足 

負のスパイラル 

・全３１回（週２回）：過密な内容 

  →理解向上に有効な演習時間が十分に確保できない 

  →学生の理解度に差ができる 

宿題等で対応はするが， 
理解不足の学生ほどやらない 

この段階での歯止めが重要 
 
 

 eシラバスの活用 
 シニアTA/SAの活用 
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e-シラバス・教員・履修者・シニアSA/TAの関係 
15 

教員 

履修者 シニアSA/TA 

• 授業の進捗は早くないか？ 

•   〃  は遅くないか？ 

• 学生がどこで躓いているのか？ 

• 履修生からの本音を聞きたい。 

• 資料を配信したい。 

など 

• 先生に相談したいけど，緊張する。 

• ビデオ教材だけではもの足りない。 

• 授業について意見がある。 

• Face to faceで学びたい。 

• 教員は緊張する先輩ならば・・・。 

など 

• 学生指導を通して基礎学力を更に鍛え
たい。 

• 後輩とのふれあいを通して，コミュニ
ケーション能力・指導力などを高めた
い。 

• 後輩のために，教員を支援したい。 

                       など 

e-シラバス 

授業 

オフィスアワー 

自主的な支援 

学習支援デスク 

LCでの学習支援 

コミュニケーションシート 

自主的な活動支援 

学習支援デスク 

• e-シラバスは教員・履修者・シニアSA/TAを接続する 

• 正課と正課外の連動を促進するには，「e-シラバスの内容充実」と「シニア
SA/TAの協力」が不可欠 

ポイント 
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アクティブラーニング ⇔ シニアＴＡ・ＳＡ 

 授業の疑問点をグループで解決 

 教え合うことで知識を定着＋能力を統合 

 責任を担うことでリーダーとして成長 
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e-シラバスを用いた授業運営微調整やシニアSA/TAに
よる学習支援に関するコメント 

 分からないところを教えてくれたり，要望を聞いてくれた。 
→シニアTAによる学習支援参加学生からの要望を授業に反映 
 させた。その際はe-シラバスを活用した。 

 質問をわかるまで教えてくれた。 

 一通り説明した後で理解できたかを確認して進めてもらえた。 

 親身に答えてくれた。 
→シニアTAによる学習支援により，授業やビデオ教材だけで 
 満足できない学生をサポートできた？ 

 シニアTAより詳しく教えてくれた点がよかった。 
→学習支援デスク担当教員がシニアTAをサポートした。 

17 

更なる調査が必要であるが，e-シラバスの利用やシニアSA/TA活動と
の連携が正課と正課外の学習の連動を促進できる可能性があること
が示された。 



/ PAGE 

 自己成長シートの構成  

修学履歴情報 修学アドバイザー 

履修科目数 

出席率、QPA など 

単位修得状況 進級条件 

単位修得状況 

課程別修得単位数 など 

学長褒賞修得状況 
学長褒賞内容、推薦者 

学長褒賞推薦条件 など 

資格取得状況 
受験した資格、合否 

合格したポイント など 

課外活動状況 
活動期間、活動内容 など 

インターンシップ 
参加期間、企業名 など 

4 
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修学履歴情報 

学期別の個人 
ＱPAと 
学科平均QPAを
表示 

5 

修学アドバイ
ザーの情報を

表示 

学期別の出席状況
を表示 

学期別の成績情報
を表示 
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単位修得状況 

対象カリキュラム毎の進級条件を表示 

科目群別の成績を表示 

各対象学期の 

目標単位数を表
示 

1期 20単位 

2期 40単位 

3期 62単位 

4期 85単位 

5期 103単位 

6期 116単位 

7期・8期 124単
位 

6 
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学長褒賞取得状況・資格取得情報 

学長褒賞の推薦条件を表示 

資格取得状況の登録機能 

登録した資格取得状況の編集機能 

学長褒賞は自動登録さ
れます 

自己開発センター登
録分は自動登録され

ます 

7 
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課外活動 
インターンシップ状況 

課外活動状況の登録機能 

一週間の行動履歴とリンク 

登録した課外活動状況の編集機能 

インターンシップ
情報 

登録機能 

登録したイン
ターンシップ
の編集機能 

課外活動は 
・「学生スタッフ」 
・「夢考房ＰＲＪ」 
・「Web運営ＰＲＪ」 
・「マルチメディア考
房ＰＲＪ」 
・「クラブ活動」 
・「学友会」  のみ自
動登録 

インターンシップ情報は現在、学生自身の登録が必要です。 
今後、進路開発室で把握している分は自動登録を検討中 8 
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課題：自己成長シートへの展開 
①
高
大
接
続
の
推
進 

②
教
育
支
援
の
体
制 

③
学
修
成
果
の
可
視
化 

④
そ
の
他 
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自己成長ポートフォリオ 

正課における1年の成長を学習教育
目標のルーブリックを活用して、 
自己評価する 

工学部の教育目標

電気電子工学科の教育目標

1 2 3 4 5

A 自己啓発・自己管理能力

修学スタイルを確立し、社会に貢献

できる人材となるための心構えを身

につけるとともに、自主的・継続的

な自学自習能力を身につける。

B 多様な価値観の理解と倫理的判断能力

「知性と教養」・「感性と徳性」・

「体力と健康」および技術者として

の倫理観の涵養を図る。

C 外国語コミュニケーション能力

国際社会の一員として、日常場面、

職場、研究の場において必要な、基

礎的な外国語のコミュニケーション

能力を身につける。

D 現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力

数理の基礎を学び、論理的思考力を

養うとともに、工学・技術の諸問題

に応用できる能力を身につける。

E 図形コミュニケーション能力

図形表現の技法を理解し、図形によ

るコミュニケーションができる能力

を身につける。

F 基礎的な実験能力

実験に関する基本的な知識と技量を

修得し、それらを活用して実験計画

の立案と実験の実施、観察、考察、

報告ができる能力を身につける。

G 問題発見・問題解決能力 

身近な問題を解決するために、現在

持っている知識に加えて必要な情報

を集め、グループ活動を通して問題

を解決することができる能力を身に

つける。

H コンピュータリテラシー

コンピュータに関する基礎知識を修

得し、それらを活用できる能力を身

につける。

I 物理・数学的基礎能力

電気系の基礎である電気磁気学に関

する基礎知識を修得し、これらに基

づく物理学的・数学的考察によっ

て、電界と磁界の諸現象を定量的に

捉えることができる。

J 工学的基礎能力

物理量の計測手法について理解し、

計測機器の動作原理や信号処理法の

基礎知識を学び、制御系の構成方

法、信号解析法などの基本的な技術

を活用できる。

K 電気エネルギー応用能力（工学的応用能力）

様々な分野で利用される電気エネル

ギーの有効性を理解し、電気機器、

高電圧技術、プラズマ技術、電力の

伝送方法を修得し、電気エネルギー

に関する基礎知識を応用できる。

L エレクトロニクス応用能力

現在のエレクトロニクス分野を支え

る電気材料、半導体工学について各

種材料および半導体素子の動作原

理、特性を理解し、様々な分野での

応用技術を修得し、それらを具体的

に活用できる。

M 設計・製作能力

実際の装置や計器を扱うことによ

り、専門分野に関連する全般的な基

礎知識をより深めるとともに、測定

手法や実験結果の評価方法・解析手

法を具体的に適用できる。

N 統合能力

工学設計過程を実践することによ

り、専門分野に関する新しい課題を

自らが提案し、これまでに修得した

知識・技術を用いてその課題を解決

できる。これにより、技術者として

の統合的な能力を活用できる。

【成果と課題】

社会の成長と発展を支えてきた「ものづくり」において、社会環境の変化に伴い高付加価値少量多品種生産方式への転換が求められている。限りある資源やエネルギーを有効に利用するとともに、確かな技術基盤、情報基盤に基づく地球環境

と調和した高度な技術革新が重要である。本学部では、基礎学力と応用技術を修得し、社会を支える主要な三大技術である機械系、電気系、情報工学系の技術およびそれらの融合技術を発展させ、グローバルな視野で活躍できる創造性豊か

な人材を育成する。

電気系（電気電子工学科・電子情報通信工学科）の教育目標

高度情報化社会の基盤である電気エネルギーやエレクトロニクス技術の基礎的学力を身に付け，実験と演習を重視した教育を行うことによって，工学的な問題の発見能力，解決能力，および応用能力を持つ創造性豊富な電気系技術者の育成

を図ると共に，必要な専門資格，先端的研究への取り組み意欲，機械工学，材料工学，情報通信工学などへの適応力を持って実社会に貢献できる技術者の育成を目標とする。

エネルギー問題の関心が高まる現代社会において、電気エネルギーの有効活用が大きな課題となってきている。本学科では、高効率な電気エネルギー利用、高精度な電気電子制御技術、多機能な電子デバイス技術などの専門知識を修得し、複

眼的で柔軟な考察力により、工学的な課題設定、計画遂行および課題解決能力を発揮できる技術者を育成する。

学習・教育目標　/　段階

各能力に応じた自己の成果物が
確認できる仕組み 
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ポジティブな学びを目指して 
主観的幸福感 Seligman(2011)のPERMAモデル 

P:Positive Emotion 
 ・大学に来て「楽しい」「うれしい」と感じる瞬間がある 
  ・実験をしていて「楽しい」と感じてる瞬間がある 

 E:Engagement 
    ・大学の課題などに没頭していることがある 
  ・模型づくりなど時間を忘れて夢中になっていることがある 

 R:Relationship 
    ・大学の中で、助けたり助けられたりする関係がある（仲間がいる） 

 M：Meaning 
  ・大学で学んでいる意味を人生との関係で意識している 
  ・研究領域全体の中で、自分のやっている研究がどのような意味を持つかが 
  わかる 

A：Accomplishment 
  ・小さくても、大学での活動の中で達成感を感じることがある 
  ・大学の学びの中で、理解が進むなど、達成感を感じる   

COPYRIGHT(C) KANAZAWA 

INSTITUTE OF TECHNOLOGY. 
25 
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平成27年度新入生のWell-beingの継時変化 （N = 442） 

MANOVAの結果、時期の主効果が有意 

（F (20, 422) = 8.13, p < .01, Wilks’λ = .72） 

山上史野・松本圭・塩谷亨・他（2016） 初年次学生集団に対する「3つのよいこと」の試行－PERMA-Profiler KIT版を指標とした統制群との比較－ 
日本心理臨床学会第35回秋季大会発表論文集 p.585. の統制群442名のデータを独自に分析した結果 
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e-シラバスの活用 
 教育のつながりを意識する 
 何を学びたいか、何をすべきか具体的な行動（学修）へ 

学びの紐づけ・全体最適 意欲を促す 

まとめ Mission 

ポートフォリオの活用 

 学修状況や成長、目標と現状の差を認識する 
 「振り返り→気づき→行動」のサイクル 

学修成果･成長の可視化 対話を促す 

チームラーニングの促進 
 高い修学意欲・具体的な目標をもつ 
 「学力×人間力＝総合力」で個性を輝かせる 
 教え合いの環境づくり 予習復習を促す 


